
 

 

 

 

令和６年９月２日 

高齢福祉部高齢福祉課 

令和６年度社会福祉法人世田谷区社会福祉事業団の経営状況について 

Ⅰ 事業計画（概要） 

１．介護保険事業（介護保険事業会計） 

 

 

事業名 事業内容等 
区負担 

令和６年度事業計画数 
令和5年度 

事業計画数 補助金 委託料 

訪問介護事業 

（２事業所） 

日常生活を営むうえで支障のある高

齢者に対してホームヘルパーを派遣

する。介護や家事等のサービスの提

供を通じて、自立した生活を営むこと

ができるよう支援する。 

  

延派遣回数 

（年間） 
40,044回 35,090回 

延派遣時間

数(年間) 
39,648時間 34,930時間 

通所介護事業 

（６事業所） 

要介護高齢者等が、日帰り介護施設

（デイホーム）に通い、食事、入浴の

提供や、日常動作訓練、レクリエーシ

ョンなどを行う。 

※補助金は、複合施設の共有部分

（エレベーターや自動ドア等）の保守

費用の一部に対するもの 

○  

一般型 (６事業所 定員1５５

人) 

一般型 (５事

業所・１分室 

定員138人) 

利用者数 

(1日) 
134.3人 122.5人 

利用率 86.6％ 88.8％ 

訪問看護事業 

（４事業所、 

分室２か所） 

※医療保険事業 

を含む 

疾病や障害があり、在宅療養を望む

区民に対し、看護師や理学療法士、

作業療法士などが家庭を訪問して、

看護やリハビリサービスを行う。 

  利用者数(年

間) 
1,190人 1,107人 

延訪問回数 

(年間) 
65,030回 63,180回 

地域包括支援 

センター事業 

（６事業所） 

介護予防サービス計画（介護予防ケ

アマネジメントを含む）を作成し、生活

改善のための相談や支援を行う。 

 

○ 
計画作成件

数(年間) 
16,056件 15,490件 

訪問調査による介護予防対象者実態

把握、地域づくり・権利擁護の推進な

どを行う。 

 ○ 

延べ相談件

数 
43,000件 43,000件 

実態把握件

数 
4,950件 4,950件 

居宅介護支援 

事業 

（４事業所） 

ケアプランを作成することなどを通し

て、介護を必要とする高齢者の自立

した生活を支援する。 

  
計画作成件

数(年間) 
10,392件 9,725件 

特別養護老人 

ホーム事業 

（２施設） 

特別養護老人ホームの運営、看取り

介護、口腔機能維持向上、個別ケア

充実、地域交流促進、障害者保護的

就労支援事業 等 

※補助金は、保護的就労支援事業の

一部に対するものを含む 

○  利用率 

芦花ホーム 

97.0％ 

上北沢ホーム 

98.0％ 

芦花ホーム 

97.0％ 

上北沢ホーム 

97.0％ 

短期入所生活 

介護事業 

（２施設） 

特別養護老人ホームに併設して運

営、個別ケアの充実、重度要介護利

用者受入れ、高齢者緊急一時宿泊 

等 

○  利用率 

芦花ホーム 

100.0％ 

上北沢ホーム 

90.0％ 

芦花ホーム 

100.0％ 

上北沢ホーム 

90.0％ 
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２．障害者総合支援事業（一般会計） 

 

３．区委託・補助事業（一般会計） 

事業名 事業内容等 
区負担 

令和６年度事業計画数 
令和5年度 

事業計画数 補助金 委託料 

地域密着型特別 

養護老人ホーム 

事業（１施設） 

ユニット型特別養護老人ホームにお

いて個別ケアを実践する。 

（寿満ホームかみきたざわ） 

  利用率 97.0％ 97.0％ 

専門職訪問指導

事業 

専門職が要支援認定者及び事業対

象者の自宅を訪問し、身体機能や日

常生活のアセスメントを行い必要な相

談や指導を行う。 

 ○ 
延べ派遣回数

（年間） 
127回 220回 

要介護認定調査

事業 

認定調査員を派遣し、身体的な状況

や理解度などを調査する。 
 ○ 

調査件数 

（１か月） 
81件 18件 

事業名 事業内容等 
区負担 

令和６年度事業計画数 
令和5年度 

事業計画数 補助金 委託料 

訪問介護事業 

（２事業所） 

日常生活を営むうえで支障のある障

害者に対してホームヘルパーを派遣

する。 

居宅介護・重度訪問、同行援護、移動

支援を行う。 

  

延派遣回数（年

間） 
13,444回 13,530回 

延派遣時間数

(年間) 
21,612時間 21,230時間 

事業名 事業内容等 
区負担 

令和６年度事業計画数 
令和5年度 

事業計画数 補助金 委託料 

福祉人材

育成・研修

センター 

事業 

●福祉の理解促進・魅力発信 

（小・中・高校生向け夏休み福祉

体験、せたがやシニアボランティ

ア研修、手話カフェ、福祉写真

展、広報誌発行等） 

●人材発掘・就労支援 

（福祉のしごと入門講座、福祉の

しごと相談・面接会・区内介護施

設等見学会、訪問看護就労支援

講座・職場体験、人材確保・人事

管理セミナー等） 

●資格取得支援・福祉人材育成 

（入門的研修、同行援護従業者養 

成研修：一般課程） 

（キャリアアップ講座（階層別）、専

門性向上研修（高齢、障害、子ど

も、医療福祉連携）等 

●定着支援・活動支援 

（面接相談、メール相談、諸室貸

出等） 

●調査・研究 

（福祉向上の先駆的な取組みなど

の調査・研究、シンポジウム、外国

人職員交流会等） 

 ○ 

●福祉の理解促進・魅

力発信 

イベント開催 

45回 

広報誌等発

行 

 7回 

イベント開催 

46回 

広報誌等発

行 

 7回 

●人材発掘・就労支援 

・福祉のしごと入門講

座、相談・面接会 

・介護施設等見学会 

・訪問看護の就労支援 

・各種セミナー 

 

7回 

 

5回 

3回 

3回 

  

5回 

 

5回 

 

 

●資格取得支援 

●福祉人材育成 

延べ研修 

回数 

119回 

 

 

110回 

●定着支援 

面接相談、 

メール相談 

●活動支援（諸室貸出

等） 

 

週1回 

随時 

随時 

 

 

週1回 

随時 

随時 

 

●調査・研究 

シンポジウム 

外国人職員交流会 

 

通年 

１回 

１回 

 

通年 

１回 
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４．その他自主事業 

 

事業名 事業内容等 
区負担 

令和６年度事業計画数 
令和5年度 

事業計画数 補助金 委託料 

生活協力員業務 
高齢者住宅の入居者の安否確認等

を行う。 
 ○ 

・区営八幡山慶明館 

・区立高齢者借り上

げ住宅世田谷住宅 

・区営住宅桜丘５

丁目第二アパート 

・区営アザレア経

堂 

・区営住宅豪徳寺

アパート 1号棟 

・区営住宅豪徳寺ア

パート 2号棟 

33世帯 

9世帯 

 

20世帯 

 

17世帯 

 

26世帯 

 

14世帯 

 

33世帯 

9世帯 

 

20世帯 

 

17世帯 

 

26世帯 

 

14世帯 

 

養育支援等ホー

ムヘルパー派遣

事業 

日常生活における児童の養育に支

障が生じている養育困難家庭等に

ホームヘルパーを派遣する。 

 ○ 
延べ派遣回数 240回 240回 

延べ派遣時間数 480時間 480時間 

重症心身障害児

（者）在宅レスパイ

ト事業 

自宅に看護師を派遣し、介護者で

ある家族等が行っている医療的ケ

ア等を一定時間代替する。 

 ○ 延べ訪問回数 175回 132回 

福祉事業者等の

活動支援 

世田谷区介護サービスネットワーク

事務局、せたがや福祉区民学会事

務局等 

○  

・世田谷区介護サー

ビスネットワーク 

・せたがや福祉区民

学会大会   

13回 

 

1回 

 

13回 

 

1回 

 

会議室管理業務 
デイ・ホーム世田谷地下会議室の

管理を行う。 
 ○   

事業名 事業内容等 
区負担 

令和６年度事業計画数 
令和5年度 

事業計画数 補助金 委託料 

福祉人材育成 

介護職員初任者研修、同行援護

従事者養成研修（応用課程）の実

施 

  

・介護職員初任者研

修   

・同行援護従事者養

成研修（応用課程）           

2回 

 

1回 

 

2回 

 

1回 

 

東京都訪問看護

教育ステーション

事業 

東京都からの受託事業 

訪問看護に関心のある看護師の

職場体験、近隣の訪問看護師の

教育、研修の実施等 

  
実習生の受け入れ  実人数 35人 

            延べ日数 50日 

 

随時実施 

訪問介護事業 

訪問介護事業において、介護保

険、障害福祉サービスの利用者の

内、保険給付等の対象外の支援

が必要な方に対する補足サービ

スを提供する 

  

延べ派遣回数 590回 800回 

延べ派遣時間数 600時間 600時間 

地域貢献事業等 

地域交流促進のための場の提供や地域住民との協働（認知症カフェ、会議室貸出等）、 

地域の福祉人材育成（出張介護教室、専門職実習生の受け入れ）、 

コミュニティがんサロン、どこでも保健室、区内の職能団体等の支援（場の提供） 

在宅療養児の家族交流会の運営支援 ほか 
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Ⅰ 法人理念・経営方針・経営条件 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 
以下の７つの経営条件を満たすことで計画を実現していきます。 

  
１．地域のニーズに応えるとともに、収支を維持し赤字事業は生まない 

２．世の中の変化とニーズに柔軟かつ臨機応変に適応する組織と人材をつくる 

３．設備整備を計画保全的に実施し、ご利用者や働く職員にとって最適な環境を維持  

する 

４．地域福祉の知財を集約して重度困難事例に対応できる総合力を有し続ける 

５．サービスの基礎となる介護理論を構築し、トップランナーとして走り続ける 

６．社会福祉連携推進法人制度を活用し、幅広い連携による地域福祉の増進に寄与 

する 

７．補助金などの外部資金に依存しない自立した経営を実現する                           
 

世田谷区社会福祉事業団は、蓄積された経験と豊かな人材に基づいた、質の高

い専門的なサービスを提供し、誰もが安心して暮らせる地域社会に貢献します。 

 
 
 
 
 

法人理念  

経営方針  

（信頼性）誰もが安心して暮らせるよう、質の高いサービスを提供します。 

（公共性）世田谷区における福祉のセーフティーネットの一翼を担います。 

（発展性）地域社会が求める優れた能力と豊かな心を持った人材を育てます。 

（創造性）福祉サービスの担い手として、先駆的役割を果たします。 

（効率性）効率的な事業運営に努め、自立した経営を目指します。 

 

中長期経営計画における経営条件  
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Ⅱ 令和６年度運営方針 

 
１ 事業団を取り巻く状況 

令和６年度の介護報酬改定に向けた国の審議において、人口構造や社会経済状況の変

化を踏まえた４つの基本的視点が示された。「地域包括ケアシステムの深化・推進」「自

立支援・重度化防止に向けた対応」「良質な介護サービスの効率的な提供に向けた働き

やすい職場づくり」「制度の安定性・持続可能性の確保」といった視点の対応として、医

療と介護の連携や自立支援・重度化防止に係る取り組みの推進等が掲げられている。 

また、世田谷区においても令和６年度からの「世田谷区地域保健医療福祉総合計画」

では、地域共生社会の実現に向け、基本方針を「誰一人取り残さない 世田谷をつくろ

う」としている。これらを踏まえ、「第９期世田谷区高齢者保健福祉計画・介護保険事業

計画」の重点取り組みとして、「健康づくりと介護予防の一体的な推進」「高齢者の生き

がいづくり」「在宅医療・介護連携の推進」が示されている。 

こうした中、事業団は設立３０周年を迎える年度となるが、令和６年度からの法人本

部補助金の見直しなどを踏まえ、さらなる経営の効率化と改善を図り、自主運営に向け

た経営改革に取り組んでいる。「中長期経営計画」（令和４年度～令和８年度）において

掲げた、ミッション・使命感に基づき、各検討部会で着実に推進を図る。在宅サービス

においては、住み慣れた地域での在宅生活継続支援のため、総合力を活用した一体的な

サービスを提供する。また、科学的介護の実践に向けた業務プロセスを作成し、多様化

する利用者ニーズへ対応する。更に、効率的で迅速な意思決定ができる新たな法人組織

への見直しを進めていく。 

 一方で、認知症対応型通所介護事業（デイ・ホーム弦巻、デイ・ホーム芦花）におい

ては、世田谷区内の当該地域の介護ニーズや、事業団の自主運営化を踏まえて検討を重

ねた結果、世田谷区と協議のうえで令和５年度に事業運営を終了した。 

 

２ 運営方針 

個人の人権を尊重し、利用者一人ひとりの特性を大切に、自立支援に向けて取り組む

ことを基本とする。 

「中長期経営計画」の着実な達成に向け、事業団版科学的介護・自立支援介護理論の

構築に取り組むとともに、各地域エリア内の介護と医療、法人内サービス間の連携強化

を図り、利用者ニーズへの対応を各事業に迅速にフィードバックし、より効果的かつ効

率的なシームレスなサービス提供を推進する。   

経営面では、事業部門制・ラインアンドスタッフ組織への変革を進め、迅速な意思決

定、経営戦略構築機能などの強化を図る。また、ジョブ型雇用を軸とした新たな人事・

給与制度を構築し、人材確保と職員の専門性の向上につなげることで生産性の向上を目

指す。 

福祉人材育成・研修センターの運営については、区の動向に注視しつつ、引き続き受

託事業者として福祉人材の育成を総合的に推進できるよう取り組む。 
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３ 中長期経営計画（令和４年度から令和８年度）における経営戦略と戦略マップ 

（１）経営戦略  （『中長期経営計画書』（令和４年４月）P.8より抜粋） 

 時代の移り変わりは、人々の暮らしのあり様も変えていき、生きづらさの内容も変えていき

ます。 

経営戦略とは、私たちが持ちうる専門性や組織の力を強みとして、この地域において生き

づらさを抱えている方々が求めるサービスを創造することです。それにより、現行のサービス

を時々のニーズに適合させて内容を変化させて、経営基盤を整える条件を満たしながら「こ

れから新たに何を始めるか」「今までの何を変化させるか」「何をやめるか」を決めることで

す。 

私たちは、地域の方々や利用者への福祉サービスによる貢献を通じて、地域社会に真に

役立つ存在でなければなりません。様々な福祉サービスの実施事業者がいる中で、事業団ら

しい差別化を行うことにより、価格競争がなく、競争相手のいない市場で真に事業団の意義を

発揮することが重要です。 

地域の福祉事業者たちの拠り所として知財を発信することや、事業やサービスにおける先

駆的取り組みの実施にとどまらず、地域の公器となる人材の創出や卓越した組織マネジメント

などの機能をも開発する必要があります。今後の公金による補助金の削減という重大な環境

変化にもしっかりと対応しながら、「『社会福祉事業団等の設立及び運営の基準について』の

一部改正について」（平成２８年１１月１１日付厚生労働省雇用均等・児童家庭局長ほか連名

通知１１１１号）で求められるような先駆的取り組みを実践する事業団であり続けていきます。 

 

（２）５つの戦略 

 ねらい 取り組み・実践 

機
能
戦
略 

意思決定や判断におけるデー

タベースマネジメントの活用

への変革を行います。 

法人生産性本部を設置し、将来的には法人生産性本部が主導

して、地域の実情を把握できる取り組みを実施しており、不可

欠な社会福祉事業や公益的な取り組みなどを実践していきま

す。 

事
業
戦
略 

地域包括ケアシステムの深化

に向けた科学的介護の実践へ

の変革を実施します。 

地域内の自助・互助・共助・公助の資源バランスを把握してお

り、それぞれの資源の連携を強化するうえで、特養スタンダー

ド・四本柱を中核に据えつつ、世の中に求められている科学的

介護の視点を組み込んで新たに理論化し、実践に活かすこと

で、地域のご利用者の自立支援に貢献していきます。 

組
織
戦
略 

生産性を軸にした事業部門制・

ラインアンドスタッフ組織（本

部機能の改革）への変革をしま

す。 

法的に必要な報告書類や届出書類について作成する法人事務

局の機能とは別に、各サービスの生産性と自立支援介護の実

践度を引き上げるための支援機能を法人生産性本部として構

築するほか、事業部門制の導入を進めていきます。 

財
務
戦
略 

生産性を高めながら、将来の職

員とご利用者を守る財政規律

と財務規律を構築し運用しま

す。 

将来に向けた昇給原資や設備更新資金などを調えるために、

基準となる財政規律・財務規律を設けて厳守し、真に地域に効

率的に必要なサービスを提供できる体質を整えていきます。 
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人
事
戦
略 

生産性に基づくジョブ型役割

基準等級制度への変革をし、同

一労働同一賃金を実践します。 

自立支援介護の実践が、地域のニーズに基づいて行えるよう

に、キャリアパス上でも力量を整理し、それぞれの成長に必要

な課題を明確化して訓練に活かしていきます。また、同一労働

同一賃金を実践し、多様な雇用体系を設けて働きやすい事業

団を作ります。 

 

（３）戦略マップ 

 

 
1．マーケティング機能の確立 
2．独自の介護理論形成と専門性の向上 
3．狭間事業の開発と実践 
4．地域のネットワーク構築 
5．特養ごとに特長を持たせた育成力強化 
6．訪問系自費サービスの構築 
7．訪看コーディネートセンターでの相談支
援、連携病院退院支援連携の強化 

20．科学的介護の理論構築 
21．科学的介護理論に基づくジョブトレーニ
ングの実施（（仮称）キャリアセンターで実施） 
22．経営管理者の育成 
23．訪問看護師の専門領域の資格取得支援 
24．法人生産性本部スタッフの育成 

14．事業部門制への組織改革 
15．休日数や勤務条件の多様化 
16．新トータル人事制度（等級・賃金・評価・
育成の 4制度を全て整える）の構築 
17．科学的介護理論に基づく自立支援介護の
実践とジョブの定義 
18．スキルアップ支援とキャリアプランの相
談を行うキャリアセンターの設置 
19．訪問看護コーディネートセンター設置 

8．財務規律、財政規律の定義と運用 
9．財務分析と事業改善への活用 
10．８０５０対策、ヤングケアラー対策等の
地域公益事業の創出予算の確保 
11．各事業の生産性の拡大（量と加算） 
12．労働生産性に基づく要員数と賃金の管理 
13．訪問看護正規職員の採用拡充に向けた生
産性連動賃金制度の構築 

学
習
と
成
長
の
視
点

法人共通事項の戦略マップ

地
域
・
ご
利
用
者
の
視
点

財
務
の
視
点

業
務
プ
ロ
セ
ス
の
視
点

組織再編の実施

【権限：事業部制】

【形態：ラインアンドスタッフ】

人事制度の改編

【雇用体系：雇用機会の保障を前提としたジョブ型】

【等級制度：科学的介護を軸とした専門性を軸】

【賃金制度：ジョブの内容と介護報酬制度を連動】

【評価制度：ジョブテストを前提とした目標援助型】

【育成制度：目標ジョブスキル獲得メニュー】

生産性の最大化を図る

【事業部制：ご利用者のニーズに

応じた組織単位へ】
【業務の合理化：業務の高品質
化でのコスト削減】

ニーズの把握と取り込みの実施
【マーケティングの実施】
【ご利用者との関りを継続させ続ける仕組みづくり】

生産性の計画・評価・改善機能の強化
【財務規律・財政規律管理の実施】
【経営分析力の強化：採算性向上への支援】
【他法人との連携】

ブランディングの実施

【インナーブランディング：帰属意識の向上・

募集力の向上】
【アウターブランディング：制度の狭間の事
業を実施】

分析力や生産性向上支援力のある職員の育成

【マーケティング機能の構築】【計画策定力の強化】
【分析機能の強化】【組織改善力・事業改善力の向上】

ジョブの定義

【科学的介護の定義】

【モノサシとなるジョブのレベルづくり】

タレント力の構築
【ジョブスキルの獲得の場を創出】
【複線型（スペシャリスト/ゼネラリスト）人事制度構築】

生産性の管理
【要員基準の遵守】
【コスト管理徹底】
【収益力の強化】
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の
視
点
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・
ご
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用
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の
視
点

財
務
の
視
点

業
務
プ
ロ
セ
ス
の
視
点

組織再編の実施

【権限：事業部制】

【形態：ラインアンドスタッフ】

人事制度の改編

【雇用体系：雇用機会の保障を前提としたジョブ型】

【等級制度：科学的介護を軸とした専門性を軸】

【賃金制度：ジョブの内容と介護報酬制度を連動】

【評価制度：ジョブテストを前提とした目標援助型】

【育成制度：目標ジョブスキル獲得メニュー】

生産性の最大化を図る

【事業部制：ご利用者のニーズに

応じた組織単位へ】
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【ご利用者との関りを継続させ続ける仕組みづくり】
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ブランディングの実施

【インナーブランディング：帰属意識の向上・

募集力の向上】
【アウターブランディング：制度の狭間の事
業を実施】
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【コスト管理徹底】
【収益力の強化】
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Ⅲ 事業計画 

本部事務局 

 

１ 事業概要 

本部は、各事業部長と共に経営戦略に基づく様々な取り組みを下支えする生産性本部

と、法人全体に関わる事務機能を担い、理事会・評議員会の運営、外部監査法人による

会計監査等を実施する法人統括管理室で構成する。 

生産性本部は、各サービスの生産性と自立支援介護の実践度を引き上げるため、人事、

財務及びマーケティング機能を備え各事業部の経営戦略立案を支援する。また、（仮称）

キャリアセンター機能を併せ持ち、事業部のキャリア開発支援や法人経営の担い手の育

成等を行う。 

法人統括管理室は、総務、経理、広報、福利厚生などを一括管理するとともに、世田

谷区や他事業所、関係機関などとの連絡・調整の窓口としての役割を担う。 

 

【会議体運営】 

理事会の開催 定例：年3回、臨時：理事長の招集による 

評議員会の開催 定時評議員会（6月）、臨時：理事長の招集による 

監事監査 決算時1回 

会計監査 期中2回、決算時1回 

苦情審査委員会 

（第三者組織） 

定例：年1回、その他苦情申立てに応じ、会長の招集によ

る 

経営戦略会議 定例：年７回、構成：理事長、事務局長、事業部門長、

生産性本部、その他事業部案件提起による 

部門長会議 定例：毎月、構成：事務局長、事業部門長、生産性本部 

事業部門会議 定例：毎月、構成：事業部門長、各事業部の管理職及び

事業部門長指名の職員 

組織事業改革推進会議 定例：年4回、構成：年度ごとに任命された委員  

評価会議 定例：年4回、構成：組織事業改革推進委員、年度ごとに 

任命された評価委員 

 

【委員会運営】 

リスクマネジメント委員会 定例：年2回、構成：事務局長、事業所長など 

 

【職員研修の実施】 

職層、等級別研修（※） 新規採用者、中途採用者、事業所管理者、管理職ほか 

内部統制 コンプライアンス、リスクマネジメント、セキュリティ

ポリシー、労務管理、経理事務 

職場環境 メンタルヘルス、ハラスメント 

その他 特化研修、職務別の研修 
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※新制度に向けた試行の仮格付けにより実施する。 

【広報活動】 

広報紙「パートナー」発行 年2回（5月、11月） 

社内報「だんだん」発行 年2回（4月、1月）（臨時号は除く） 

法人ウェブサイト運営 通年 

 

２ 運営方針 

本部は、各事業部が主体的に運営できるよう、経営基盤の安定化に努め職場環境をよ

り一層整備するなど、健全な組織運営を行う。また、各事業部が地域ニーズに基づき自

立支援サービスを実践できるよう、情報提供、経営分析及びキャリア開発等を支援する。 

 

３ 重点取り組み 

（１）中長期経営計画の推進 

（２）新組織の円滑運営 

（３）新たな人事給与制度の本稼働に向けた試行 

（４）財務規律・財政規律の適正な運用 

 

 

４ 実施計画 

（１）中長期経営計画の推進 

  中長期経営計画の進捗管理を徹底し着実に実施することにより、時代の変化に的確

に対応する組織・事業・経営基盤を構築し、法人を経営する。また、事業団の設立趣

旨にも適いながら、地域社会のニーズに対応し続けられる組織運営を行う。 

（２）新組織の円滑運営 

  令和６年度の本部補助金廃止を見据え本部機能及び規模の見直し、及び効率的で迅

速な意思決定ができる法人組織への見直しを進める。 

（３）新たな人事給与制度の本稼働に向けた試行 

ジョブ型を取り入れた新たな人事制度の試行により、科学的介護に基づく自立支援

サービスの推進及び職員の専門性向上を図る。また、組織の意思決定や就業規則等の

関連規程の見直し内容を精査し、本格付けや給与制度の導入につなげる。 

（４）財務規律・財政規律の適正な運用 

  予算、実績の管理による積立資金の確保、施設の計画的保全の実施等、経営基盤を

維持するとともに生産性を向上するための戦略的意思決定を行う。 
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 施設介護事業部門  

＜芦花ホーム・上北沢ホーム・寿満ホームかみきたざわ＞ 

 
１ 事業概要 

（１）特別養護老人ホーム（介護老人福祉施設）事業 

 特別養護老人ホームは、利用者が健全な環境の下で可能な限り、その人らしく生

きがいを持ち過ごせるよう、ケアプランに基づき入浴、排泄、食事などの介護、機

能訓練、健康管理などの日常生活上のサービスを提供し、その有する能力に応じ自

立した日常生活を営むことができるよう支援する。 

（２）ショートステイ（短期入所生活介護）事業 

居宅サービスであるショートステイは、在宅の要介護者がその人らしく自立した

生活を継続して営むことができるよう、短期間の入所で介護や機能訓練のサービス

を提供する。 

（３）障害者就労支援（保護的就労）事業 

  障害者の就労の場の提供や生活指導などによる就労及び経済的自立を支援する。 

  (単位＝人) 

 
芦花ホーム 上北沢ホーム 

寿満ホーム 

かみきたざわ 

特別養護老人ホーム定員 107 104 29 

ショートステイ定員 17 16  

保護的就労従事者数 13 12  

 

２ 運営方針 

 利用者の尊厳を守り、個別ケアを充実するため、多職種が連携し利用者ニーズに合

ったチームケアを実践する。そのため、重度要介護者や認知症、医療的ニーズの高い

利用者に対して、科学的根拠に基づいた適切で効果的なケアを実践する。 

 また、地域の福祉拠点として、地域住民や近隣の教育機関などと積極的に連携する

など、地域との共生を図り、区民に信頼される施設運営を行う。 

 さらに、冬季だけでなく一年を通して感染防止策を徹底し、利用者が安心安全に利

用できるよう努め、入院者の削減と待機者が速やかに入所できるよう取り組む。 

 

３ 重点取り組み 

（１）特養スタンダードなどに紐づけた科学的介護の実践 

（２）事業継続性の向上に向けた経営改善 

（３）感染症まん延防止策を講じながらの行事やレクリエーションの活性化 

（４）ノーリフティングケアの実践 

 

４ 実施計画 

（１）特養スタンダードなどに紐づけた科学的介護の実践 

  ①事業団特別養護老人ホームとして区民ニーズに応じた選べる施設づくりを目指

す。特に、重度要介護者や認知症、医療的ニーズの高い利用者が適切なケアを

受けられるように専門的な研修を受講し、質の高いケアを提供する。 
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  ②事業団特別養護老人ホームの基本となる「４本柱（口腔・認知症・姿勢・看取

り）」や「特養スタンダード（利用者の生きる力を支える７つのケア項目）」

を科学的介護に展開するために業務プロセスを作成する。 

  ③実践にあたっては、情報の収集や分析、現場へのフィードバックを通じて、

PDCA サイクルに基づくケアに取り組むとともに、事業部門内での進捗を随時共

有する。 

（２）事業継続性の向上に向けた経営改善 

  ①新たな加算取得に向けた体制を整備し、より質の高いサービスを提供すること

で、個別・体制加算等、算定可能な加算についての取得を目指す。 

  ②物価高騰の中において、光熱費などの経費削減に取り組むほかに、業務の効率

化や標準化を図り、収支に見合った人員等体制を検討する。また、利用料など

の負担についても適切な金額への見直しを継続する。 

  ③長期的に安定した運営体制を整備するため、計画的な修繕・備品の積立を行い、

今後想定される施設老朽化への対応を図る。 

  ④BCP（事業継続計画）を踏まえた訓練を計画的に実施し、感染症のまん延や自然

災害発生時においても被害を最小限に抑え、速やかに安定した事業へ復旧する

よう職員の対応力を培う。 

（３）感染症まん延防止策を講じながらの行事やレクリエーションの活性化 

①利用者が家族や地域の方と触れ合える施設の３大行事「新年会」「納涼祭」

「敬老会」等の行事やレクリエーションを実施し、少しでも楽しい日常生活を

送っていただくことでＱＯＬの向上を図る。 

  ②新型コロナウイルス感染症のまん延により制限していた家族面会の機会を増や

すことで、利用者・家族に安心感をもっていただく。また、家族と施設の情報

共有を密にすることで適切な支援につなげ、さらなる信頼関係を構築する。 

  ③地域ボランティアの受け入れや認知症カフェ、介護等体験教室などを定期的に

実施するために、必要な感染症対策を徹底し、地域とのつながりを強化する。 

    また、介護や相談援助技術にかかる実習生の受け入れを継続し、福祉人材の

育成に寄与する。 

（４）ノーリフティングケアの実践 

利用者や職員の負担を軽減するため、適切な介護姿勢の研修、福祉用具などを

活用した抱えあげない介護を実施する。 

 

５ 事業所目標 

（１）特別養護老人ホーム（介護老人福祉施設）事業 

芦花ホーム 〇介護職員によるたん吸引などの実施 

介護職員４名にたん吸引実地研修を実施し、医療依存度の高い方へ

対応が可能となる体制を目指す。 

〇認知症ケアの充実 

介護職員１名の認知症介護実践リーダー研修、３名の認知症介護実

践者研修受講を目指し、認知症ケアを中心的に実践する人材を育成

する。 

〇利用者本人等の意思を尊重したケアの実践 

ACP（人生会議）の理解を深め、本人を主体とした、家族や近親者の

意思決定の支援と意向を尊重したケアを実践する。 

上北沢ホーム 〇介護職員によるたん吸引などの実施 

介護職員４名にたん吸引実地研修を実施し、医療依存度の高い方へ

対応が可能となる体制を目指す。 
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活用した抱えあげない介護を実施する。 

 

５ 事業所目標 

（１）特別養護老人ホーム（介護老人福祉施設）事業 

芦花ホーム 〇介護職員によるたん吸引などの実施 

介護職員４名にたん吸引実地研修を実施し、医療依存度の高い方へ

対応が可能となる体制を目指す。 

〇認知症ケアの充実 

介護職員１名の認知症介護実践リーダー研修、３名の認知症介護実

践者研修受講を目指し、認知症ケアを中心的に実践する人材を育成

する。 

〇利用者本人等の意思を尊重したケアの実践 

ACP（人生会議）の理解を深め、本人を主体とした、家族や近親者の

意思決定の支援と意向を尊重したケアを実践する。 

上北沢ホーム 〇介護職員によるたん吸引などの実施 

介護職員４名にたん吸引実地研修を実施し、医療依存度の高い方へ

対応が可能となる体制を目指す。 
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〇認知症ケアの充実 

介護職員１名の認知症介護実践リーダー研修、３名の認知症介護実

践者研修受講を目指し、認知症ケアを中心的に実践する人材を育成

する。また、日本版ＢＰＳＤケアプログラムを取り入れた定期的な

研修をとおして、認知症ケアの推進を図る。 

〇働きやすい職場づくり 

アンケートを実施して、リスクマネジメント委員会を中心に課題を

整理して、丁寧に対応していく。 

寿満ホーム 

かみきたざわ 

〇介護職員のたん吸引などの実施 

１ユニットでたん吸引対応が必要な利用者を受け入れられる体制を

整備する。（介護職員の６割が喀痰吸引等研修修了を目指す。） 

〇認知症ケアの充実 

介護職員１名の認知症介護実践リーダー研修、介護職員３名の認知

症介護実践者研修受講を目指す。 

〇ユニットケアの質の向上 

令和６年度を目途に「ユニットリーダー研修」実習受け入れ施設を

目指す。また、対象者を選定し、２４時間シートを活用して利用者

一人ひとりの生活に応じた支援を行う。 

（２）ショートステイ（短期入所生活介護）事業 

芦花ホーム 〇胃ろうの利用者を受入れ可能な区内施設が減少していることか

ら、家族支援の一環として受入れを継続する。 

〇併設事業所（居宅介護、訪問看護、訪問介護、通所介護）と連携

し、緊急利用への迅速な対応や、在宅でも安心して生活できる「繋

がる支援」を提供する。 

上北沢ホーム セーフティネットの役割として、虐待や家族など介護者の入院など

による緊急利用や人工透析を必要とする利用者についても、積極的

に受け入れていく。 

 

６ 数値目標 

（１）利用率                          （単位＝％） 

事業名 芦花ホーム 上北沢ホーム 
寿満ホーム 

かみきたざわ 

特別養護老人ホーム事業 97.0 98.0 97.0 

ショートステイ事業 100.0 90.0  

（２）実習生等受け入れ人数        （単位 実人数＝人 延べ日数＝日） 

実習生等区分 
芦花ホーム 上北沢ホーム 

寿満ホーム 

かみきたざわ 

実人数 延べ日数 実人数 延べ日数 実人数 延べ日数 

介護福祉士 10 150 10 150 0 0 

社会福祉士 10 150 10 150 5 120 

初任者研修 

（職場体験） 
10 20 20 40 6 6 

歯科衛生士 6～8 6～8 10 10 0 0 
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官公庁・区の 

体験実習など 
20 100 40 180 0 0 

※新型コロナウイルス感染症の状況に応じて、受け入れ人数を見直す場合がある（以

下、同様）。 

（３）ボランティア受け入れ人数      （単位 実人数＝人 延べ人数＝人） 

 芦花ホーム 上北沢ホーム 
寿満ホーム 

かみきたざわ 

実人数 100 150 20 

延べ人数 1,500 1,500 230 

 

７ 行事予定 

７月 納涼祭 

９月 敬老会 

１１月 文化祭 

１２月 クリスマス会、忘年会 

１月 初詣、新年会 
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在宅介護事業部門 

 

１） 訪問介護事業＜ホームヘルプサービス＞ 
 

１ 事業の概要 
 訪問介護事業は、在宅生活を継続するうえで支援が必要な高齢者や障害者（児）、

養育支援家庭の居宅などに、ホームヘルパーまたはガイドヘルパーを派遣し、身体介

護、生活（家事）援助、外出の支援などのサービスを提供する事業である。 
 
２ 運営方針 
住み慣れた地域で利用者、家族の望む自立した生活を送れるよう、利用者本人の心

身の状況、環境などに応じた適切なサービスを提供するとともに、地域包括ケアシス

テム推進の一員として在宅生活継続の支援をする。特に、同じ地域（エリア）の法人

内事業所との連携を強化することで総合的な支援を展開し、利用者の在宅生活の継続

や生産性の向上に取り組む。また、訪問介護の最大の課題である「ホームヘルパーの

人材不足」に対応するため、人材確保・定着に努めるとともに、ＩＣＴなどを活用し

た効率的な訪問スケジュール管理により、多くの利用者ニーズにこたえていく。 
 
３ 重点取り組み 
（１）利用者の生活を中心とした専門性の高いサービスの提供 
（２）ホームヘルパー人材の確保・定着 
（３）ホームヘルパーの育成 
 
４ 実施計画 
（１）利用者の生活を中心とした専門性の高いサービスの提供 
①地域ごとの法人内事業所によるエリア会議で、地域課題や新たなニーズの掘り 

起こしを行い、総合力を活用した一体的な支援に取り組む。 

②毎月実施する定例会議において、介護技術や支援における課題を共有し、研修 
や業務の整備をすることでサービスの質の標準化や向上を図り、支援内容を充 
実させる。 

（２）ホームヘルパー人材の確保・定着 
  ①多様な勤務形態など、働き方や事業の魅力、事業所の雰囲気を積極的に発信し、 

人材の確保に努める。また、事業団主催の介護職員初任者研修に講師として積 
極的に従事し、訪問介護の魅力を発信し人材の確保に努める。 

  ②ＩＣＴを活用し、事務作業の簡略化など業務効率化を図り、訪問介護業務に集

中できる環境づくりに取り組む。 
（３）ホームヘルパーの育成 

すべてのヘルパーが自宅からでも参加できるよう、貸与したスマートフォンな 
どを活用した研修や会議を充実させる。また、個人別自己育成カードを活用し、 
目標の設定、計画的な研修への出席、自己評価することでヘルパーの資質向上 
を図る。 
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５ 事業所目標 
世田谷 
ホームヘルプサ

ービス 

〇ヘルパー採用・人材確保のため積極的に広報を行い採用に努め 

ていく。 
〇働く職員が心身ともに健康で、楽しく働ける職場環境を構築す

る。 
〇研修やケア会議、定例会などを実施して情報を共有し、サービ

スの質の向上を図る。 
〇感染予防対策の徹底。 
感染予防に関する知識を深め、十分な感染予防策を講じながら 

事業運営を行う。 
烏山 
ホームヘルプサ

ービス 

〇安心、安全なサービス提供 
・利用者の安心、職員の安全が守れるよう、感染症や災害への対

策に備えた事業運営を行う。 
〇サービスの質の向上 
・定例会議、個別ケース会議の充実により連携を強化し、質の高

いチームケアを実践する。 
〇地域に訪問介護の魅力を発信する。 

 
６ 数値目標 
（１）延べ派遣回数・時間 
  ①介護保険事業      （単位 延べ派遣回数＝回 延べ派遣時間数＝時間） 

事業所 延べ派遣回数 延べ派遣時間数 
世田谷ホームヘルプサービス 20,280 20,280 
烏 山ホームヘルプサービス 11,448 11,448 
   
②介護予防・日常生活総合支援事業（単位 延べ派遣回数＝回 延べ派遣時間数

＝時間） 
事業所 延べ派遣回数 延べ派遣時間数 

世田谷ホームヘルプサービス 4,236 4,032 

烏 山ホームヘルプサービス 4,080 3,888  

 
  ③障害者総合支援事業   （単位 延べ派遣回数＝回 延べ派遣時間数＝時間） 

事業所 派遣区分 延べ派遣回数 延べ派遣時間数 
世田谷ホームヘルプサービス 居宅介護・ 

重度訪問 4,920 4,920 

同行援護 4,000  12,600 

計 8,452 16,452 

烏 山ホームヘルプサービス 居宅介護・ 
重度訪問 3,024 3,024  

計 3,024 3,024  
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５ 事業所目標 
世田谷 
ホームヘルプサ

ービス 

〇ヘルパー採用・人材確保のため積極的に広報を行い採用に努め 

ていく。 
〇働く職員が心身ともに健康で、楽しく働ける職場環境を構築す

る。 
〇研修やケア会議、定例会などを実施して情報を共有し、サービ

スの質の向上を図る。 
〇感染予防対策の徹底。 
感染予防に関する知識を深め、十分な感染予防策を講じながら 

事業運営を行う。 
烏山 
ホームヘルプサ

ービス 

〇安心、安全なサービス提供 
・利用者の安心、職員の安全が守れるよう、感染症や災害への対

策に備えた事業運営を行う。 
〇サービスの質の向上 
・定例会議、個別ケース会議の充実により連携を強化し、質の高

いチームケアを実践する。 
〇地域に訪問介護の魅力を発信する。 

 
６ 数値目標 
（１）延べ派遣回数・時間 
  ①介護保険事業      （単位 延べ派遣回数＝回 延べ派遣時間数＝時間） 

事業所 延べ派遣回数 延べ派遣時間数 
世田谷ホームヘルプサービス 20,280 20,280 
烏 山ホームヘルプサービス 11,448 11,448 
   
②介護予防・日常生活総合支援事業（単位 延べ派遣回数＝回 延べ派遣時間数

＝時間） 
事業所 延べ派遣回数 延べ派遣時間数 

世田谷ホームヘルプサービス 4,236 4,032 

烏 山ホームヘルプサービス 4,080 3,888  

 
  ③障害者総合支援事業   （単位 延べ派遣回数＝回 延べ派遣時間数＝時間） 

事業所 派遣区分 延べ派遣回数 延べ派遣時間数 
世田谷ホームヘルプサービス 居宅介護・ 

重度訪問 4,920 4,920 

同行援護 4,000  12,600 

計 8,452 16,452 

烏 山ホームヘルプサービス 居宅介護・ 
重度訪問 3,024 3,024  

計 3,024 3,024  
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  ④地域生活支援事業    （単位 延べ派遣回数＝回 延べ派遣時間数＝時間） 
事業所 派遣区分 延べ派遣回数 延べ派遣時間数 

世田谷ホームヘルプサービス 移動支援 324 228 

烏 山ホームヘルプサービス 移動支援 1,176 840 

 

⑤世田谷区からの受託事業 （単位 延べ派遣回数＝回 延べ派遣時間数＝時間） 

事業所 派遣区分 延べ派遣回数 延べ派遣時間数 

世田谷ホームヘルプサービス 養育支援等 

ホームヘルパ

ー訪問 

120 240 

烏 山ホームヘルプサービス 養育支援等 

ホームヘルパ

ー訪問 

120 240 

 

  ⑥自費サービス      （単位 延べ派遣回数＝回 延べ派遣時間数＝時間） 

事業所 延べ派遣回数 延べ派遣時間数 

世田谷ホームヘルプサービス 450 480 

烏 山ホームヘルプサービス 140 120 

 

（２）実習生等受け入れ人数         （単位 実人数＝人 延べ日数＝日） 

実習生等区分 
世田谷ホームヘルプサービス 烏山ホームヘルプサービス 

実人数 延べ日数 実人数 延べ日数 

介護福祉士 1 2 1 2 

初任者研修（職場体

験） 
3 3 3 3 

 
（３）サービス提供責任者向け研修計画 
４月 コンプライアンス研修 
６月 認知症研修 
８月 リスクマネジメント研修 
１０月 感染対策研修 
１２月 虐待防止研修 
１月 交通安全研修 
 そのほか、世田谷区福祉人材育成・研修センター主催のサービス提供責任者向け研

修に出席する。 
 
（４）登録ヘルパー向け研修 
  専門性向上のため、世田谷区福祉人材育成・研修センターや世田谷区介護サービ

スネットワークが主催するヘルパー向け研修に出席する。 

－ 13 －

24



- 14 - 
 

２）通所介護事業＜デイ・ホーム＞ 
 

１ 事業概要 

 通所介護事業は、要支援及び要介護高齢者が住み慣れた地域でその人らしく自立し

た在宅生活を継続して営むことができるよう、機能訓練や日常生活上の介護などによ

り支援する。また、利用者家族の心身の負担軽減を図ることを目的とした事業である。 

 

 【定員】                            （単位＝人） 

 一般型通所介護 

デイ・ホーム太子堂  20 

デイ・ホーム世田谷 20 

デイ・ホーム弦 巻 30 

デイ・ホーム松 原 20 

デイ・ホーム芦 花 35 

デイ・ホーム上北沢 30 

 

また、世田谷区からの受託事業として、以下の２事業を実施する。 

（１）世田谷区高齢者住宅の居住者の安否確認や関係機関との連携調整を行う生活協

力員業務 

 【高齢者住宅世帯数】                      （単位＝世帯） 

区立世田谷高齢者借上げ集合住宅（世田谷） 9 

区営アザレア経堂（世田谷） 17 

区営桜丘五丁目第二アパート（弦巻） 20 

区営豪徳寺アパート 1号棟（松原） 26 

区営豪徳寺アパート 2号棟（松原） 14 

区営住宅八幡山慶明館（上北沢） 33 

 

（２）デイ・ホーム世田谷の地下会議室を、デイ・ホームが利用していない時間帯に

限り、希望団体に貸し出す施設管理事業 

 

２ 運営方針 

利用者個々のニーズを的確にとらえ、根拠に基づいた自立支援・介護予防・重度化

防止に資するプログラムや社会交流の場を提供する。また、同じ地域（エリア）の法

人内事業所との連携を強化することで総合的な支援を展開し、利用者の在宅生活の継

続や生産性の向上に取り組む。 

 

３ 重点取り組み 

（１) 在宅生活の継続を実現する根拠に基づいたプログラム、家族支援メニューの充
実 

（２）利用率などの目標管理の徹底と業務の効率化などによる安定した経営 

（３）法人内の総合力を活用した効果的な支援の実現 

 

４ 実施計画  

（１）在宅生活の継続を実現する根拠に基づいたプログラム、家族支援メニューの充 

実 
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２ 運営方針 
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防止に資するプログラムや社会交流の場を提供する。また、同じ地域（エリア）の法

人内事業所との連携を強化することで総合的な支援を展開し、利用者の在宅生活の継

続や生産性の向上に取り組む。 

 

３ 重点取り組み 

（１) 在宅生活の継続を実現する根拠に基づいたプログラム、家族支援メニューの充
実 

（２）利用率などの目標管理の徹底と業務の効率化などによる安定した経営 

（３）法人内の総合力を活用した効果的な支援の実現 

 

４ 実施計画  

（１）在宅生活の継続を実現する根拠に基づいたプログラム、家族支援メニューの充 

実 
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① 科学的介護など根拠に基づいたサービスを提供し、自立支援・介護予防・重度
化防止を目指し、歩く、食べる、交流するなどの日常生活に必要な機能を高め

る機能訓練や社会交流を図るプログラムの充実に取り組む。 

  ②看取りや虐待が疑われるケースなどの対応困難なケースについて、関係機関と

の連携の流れや対応方法などを整理し、すべての事業所でスムーズな受け入れ

や適切な対応を行う。 

（２）利用率などの目標管理の徹底と業務の効率化などによる安定した経営 

①利用者の獲得に向け、ＹｏｕＴｕｂｅでの事業所紹介動画の公開、ホームペー

ジやＸ（旧Ｔｗｉｔｔｅｒ）を活用したプログラムの様子や空き情報の公開な

ど、利用につながる情報の発信力を高め、営業活動を行う。 

②各事業所の業務を見える化し、業務のムリ・ムラ・ムダの解消に取り組むとと

もに、引き続きＩＣＴ活用の検討を進め、業務の効率化を図る。また、経費削

減を図るため、事務費（業務委託費）などの見直しを継続して実施する。 

（３）法人内の総合力を活用した効果的な支援の実現 

①地域ごとの法人内事業所によるエリア会議で、地域課題や新たなニーズの掘り

起こしを行い、総合力を活かした一体的な支援に取り組む。 

②エリア会議での取り組みを踏まえ、より生産性の高い組織運営の体制を構築す

る。 

 

５ 事業所目標 

太子堂 利用者が「また行きたい」「通い続けたい」と思う楽しいデイ・ホーム

で在り続けることを目指す。また、日本版ＢＰＳＤケアシステムを活用

した認知症ケアを実践し、利用者が安心して笑顔で通所できるデイ・サ

ービスを目指す。 

世田谷 令和６月４月からデイ・ホーム太子堂分室（サテライト）から通常規模

型通所介護事業所に事業転換する。 

また、言語聴覚士が中心に、失語症の方向けの専門的な機能訓練プログ

ラムを提供する。（失語症コース） 

弦 巻 利用者が安心して在宅生活を継続できるよう、心身機能の維持や趣味活

動の充実を図り、楽しく過ごせるデイ・ホームを目指す。また、ニーズ

の高い入浴サービスへの積極的な受け入れを継続する。 

松 原 利用者の希望や目標など気持ちに寄り添い、耳を傾け「自分らしさ」を

追及できるよう一人ひとりに合わせた日常生活が送れるよう支援する。

その為に利用者が楽しく、安心して過ごせるよう、充実したプログラム

や活動を実施する。 

芦 花 プログラムの充実により利用者ご自身の満足度を高める。的確なケアの

実施、情報提供により家族、関係機関の信頼度を高める。ボランティア

を積極的に受け入れ、地域に開かれた、誰もが快適に過ごせるデイ・ホ

ームを目指す。 

上北沢 利用者の在宅生活を継続するために、日常生活動作・口腔ケア等の心身

機能の維持向上を支援する。また、利用者個々の気持ちに寄り添いなが

ら、楽しく安心安全なプログラムを毎日実施することで、閉じこもりや

孤立防止に資するサービスを提供する。 
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６ 数値目標 

（１）利用率等 （単位 利用率＝％ 1日平均利用者数＝人 年間延べ利用者数＝人） 

※サービス提供日数＝３０９日 

 

（２）実習生等受け入れ人数 （上段：実人数 単位＝人、下段：延べ日数 単位＝日） 

 

（３）ボランティア受け入れ人数                 （単位＝人） 

 

７ 行事予定 

７月 納涼祭 

９月 敬老会 

１１月 文化祭 

１２月 クリスマス会、忘年会 

１月 初詣、新年会 

 

 太子堂 世田谷 弦巻 松原 芦花 上北沢 

利用率 90 85 80 90 86.6 90.0 

１日平均利用者数 18.0 17.0 24.0 18.0 30.3 27.0 

年間延べ利用者数 5,562 5,253 7,416 5,562 9,363 8,343 

実習生等区分 太子堂 世田谷 弦巻 松原 芦花 上北沢 

社会福祉士 
2 2 2 2 2 2 

10 10 10 10 10 10 

介護福祉士 
0 0 0 0 1 1 

0 0 0 0 5 5 

教職課程 

介護等体験事業等 

10 15 20 6 20 20 

50 75 100 30 100 100 

 太子堂 世田谷 弦巻 松原 芦花 上北沢 

実人数 35 40 50 30 50 120 

延べ人数 240 300 300 300 500 360 
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３）居宅介護支援事業＜介護保険サービス＞ 
 

１ 事業概要 

 居宅介護支援事業は、ケアマネジャーが要介護認定者に適正かつ適切な居宅サービ

ス計画（ケアプラン）を作成することを通して、介護を必要とする方が持てる力を最

大限に活かし、可能な限り自立したその人らしい在宅生活の継続を支援する事業であ

る。 

 また、世田谷区などから委託を受け、要介護認定調査を実施する。 

 

２ 運営方針 

 要介護者とその家族が２４時間３６５日、尊厳を持って可能な限り自立した生活を

安心して営むことができるよう、医療と介護の連携を推進し、多様な社会資源を活用

した専門性の高いケアマネジメントにより支援する。また、同じ地域（エリア）の法

人内事業所との連携を強化し、総合的な支援を展開し、地域包括ケアシステムの深化

に向けて取り組む。 

 

３ 重点取り組み 

（１）質の高いケアマネジメントによる在宅生活の継続支援 

（２）地域包括ケアシステムの深化に向けたケアマネジメントの展開 

（３）業務改善や目標管理の徹底による安定した収入の確保 

 

４ 実施計画 

（１）質の高いケアマネジメントによる在宅生活の継続支援 

①医療的なニーズを抱える方や虐待などの対応困難ケースについて、適切な対応

や関係各所との連携方法を標準化し、対応力向上に取り組む。 

②入退院時などの情報提供・カンファレンスによる医療との密接な連携を図り、

在宅療養に必要な体制づくりを行う。 

③法人内事業所で相互にケアプラン点検を行い、適切な支援ができているか確認

することで、介護保険法令などに基づく適正な業務を遂行する。 

④ケアマネジメントの質の向上のため、定期的に開催する職場内研修や外部研修

により認知症ケア、医療知識、障害、虐待など分野横断的な知識や災害など生

活全般をとりまく知識を深めるとともに、事例検討などを行い、実践力を高め

る。 

（２）地域包括ケアシステムの深化に向けたケアマネジメントの展開 

①法人内の地域ごとの事業所によるエリア会議で、地域課題や新たなニーズの掘 

り起こしを行い、総合力を活用した支援に取り組む。 

②法人内事業所の総合力をベースに世田谷区や民生・児童委員、関係機関などの 

地域ごとのネットワークの強化を図り、地域包括ケアシステムの深化に取り組 

む。 

（３）目標管理の徹底による安定した収入の確保 

①職員一人ひとりが目標達成にむけて取り組めるよう、目標管理を徹底し、安定  

した収入の確保を目指す。 

②新規利用者の獲得に向け、適宜、病院などへの働きかけを行う。 

③記録業務やケアマネジメントの進行管理などＩＣＴを活用し、業務効率化を図

る。 
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５ 事業所目標 

世田谷一丁目 

介護保険サービス 

サービス事業所や医療機関と連携し、事業所内で情報共有

の機会を持ち、地域で利用者が在宅生活を継続できるよう

支援する。 

北 沢 

介護保険サービス 

本人らしく地域社会の中の一員として過ごせるよう、関係

機関などと連携を図り在宅生活を支援する。 

芦 花 

介護保険サービス 

利用者が地域の中で自立し、尊厳の保たれた日常生活を送

ることができるよう、多職種と連携することで良いチーム

を構成し、一緒に支援していくチームケアを実践する。 

太子堂 

介護保険サービス 

利用者が住み慣れた地域で生活し続けることができるよう

多職種との連携を促進し、在宅生活の継続を支援する。 

 

６ 数値目標 

（１）居宅サービス計画作成件数                  （単位＝件） 

世田谷一丁目介護保険サービス 2,652 

北 沢介護保険サービス 3,108 

芦 花介護保険サービス 2,712 

太子堂介護保険サービス 1,920 

 

（２）要介護認定調査件数                     （単位＝件） 

世田谷一丁目介護保険サービス 252 

北 沢介護保険サービス 288 

芦 花介護保険サービス 252 

太子堂介護保険サービス 180 
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訪問看護事業部門 

＜訪問看護ステーション＞ 

 

１ 事業概要 

 訪問看護事業は、在宅療養を望む疾病や障害がある区民に対し、看護師・理学療法

士などが訪問し、適切な看護やリハビリテーションサービスを提供する事業である。

そのほか東京都訪問看護教育ステーション事業(東京都委託事業)、専門職訪問指導事

業や重症心身障害児（者）在宅レスパイト事業（世田谷区委託事業）を展開する。 

  

２ 運営方針 

 利用者が安心して在宅生活が継続できるよう２４時間３６５日のサービスを継続す

るとともに、利用者の生き方を尊重した質の高い看護を提供するために看護人材を育

成する。また、感染症まん延や災害発生時など、どのような状況下においても安定し

た運営を継続する。地域住民への啓発活動や区内の訪問看護師育成に協力することで、

地域の拠点ステーション（機能強化型訪問看護ステーション及び東京都訪問看護教育

ステーション）としての役割を果たしていく。 

 

３ 重点取り組み 

（１）質の高い訪問看護・リハビリテーションの提供 

（２）安定した運営の継続 

（３）地域の拠点ステーションとしての役割強化 

     

４ 実施計画 

（１）質の高い訪問看護・リハビリテーションの提供 

  ①サービスの標準化や働きやすく人材育成がしやすい訪問体制を構築するために

チーム制を導入する。そのためのチームリーダーの育成を進める。 

  ②内部研修やミーティングを充実するとともに、各職員が個別目標に沿って外部

研修にも積極的に出席する。また、質の評価（職員個人の評価表や「訪問看護

ステーションにおける事業所自己評価のガイドライン※」の活用など）を継続

し、利用者のニーズに添った丁寧なケアを提供する。 

   ※全国訪問看護事業協会で訪問看護事業所の質の向上を図ることを目的に作成

されたガイドライン。 

  ③看護師、管理栄養士、言語聴覚士及び特別養護老人ホームの歯科衛生士が連携

して利用者の栄養や嚥下面をサポートし、最期まで口から食べることの支援を

継続する。 

  ④訪問看護師資格取得育成計画を整備し、職員のスキルアップやキャリアアップ

を支援し、育成に努める。 

（２）安定した運営の継続 

①人材の安定確保を図るために、ジョブ型雇用を進める。 
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②地域の連携会議への参加等、他機関に事業団訪問看護の特徴や活動状況の発信

を活発に行い、新規利用者の獲得に努める。  

③感染症のまん延や自然災害発生時においても、利用者と職員の安全を確保し、

継続してサービスが提供できるようＢＣＰ（事業継続計画）に基づいて研修や

訓練を実施する。 

（３）地域の拠点ステーションとしての役割強化 

  ①地域住民の健康への関心を高めるための「どこでも保健室※」の活動を１０回

程度実施する。 

   ※健康相談・健康測定・フレイル予防の講座を行う地域貢献事業。 

  ②専門の研修を受けた看護師（緩和ケア）による事業団内外の看護師からの相談

や研修、地域住民に対する相談を実施する。 

  ③東京都訪問看護教育ステーション事業所として、看護師の訪問看護体験研修や

医療機関での研修などを実施し、地域の訪問看護師の質の向上に寄与する。 

 

５ 事業所目標   

訪問看護ステーションけやき 〇難病・小児看護の充実と強化 

事例検討や勉強会で小児や難病利用者の理解を深め、ニー

ズに沿った質の高い看護を提供する。 

〇丁寧な看護とチーム力向上を目指す。 

訪問看護ステーションさぎそう 

（けやき分室） 

〇終末期看護の充実と強化 

終末期の利用者の状況報告と事例検討、終了後の評価考察

を行い、終末期看護の充実と質の向上を目指す。 

〇看護技術のスキルアップと安全なケアの提供を目指す。 

訪問看護ステーション北沢 老年期看護の充実と強化 

老年期看護についての勉強会を継続し、老年期の身体的、

精神的特徴について理解を深め、日々の看護に生かす。 

〇利用者のニーズに添った質の高い看護の提供を目指す。 

訪問看護ステーション芦花 

 

〇精神科看護の充実と強化  

最新治療の情報共有やケース検討などを行い、精神科看護

の充実を図る。 

〇地域連携を強化し、地域に根差したステーションを目指

す。 

訪問看護ステーション三軒茶屋  〇認知症看護の充実と強化 

勉強会、事例検討を充実させ、認知症ケアの質を高める。 

一人ひとりの希望や尊厳が尊重されるケアを継続する。 

〇多職種連携を強化し、選ばれるステーションを目指す。 
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②地域の連携会議への参加等、他機関に事業団訪問看護の特徴や活動状況の発信

を活発に行い、新規利用者の獲得に努める。  

③感染症のまん延や自然災害発生時においても、利用者と職員の安全を確保し、

継続してサービスが提供できるようＢＣＰ（事業継続計画）に基づいて研修や

訓練を実施する。 

（３）地域の拠点ステーションとしての役割強化 

  ①地域住民の健康への関心を高めるための「どこでも保健室※」の活動を１０回

程度実施する。 

   ※健康相談・健康測定・フレイル予防の講座を行う地域貢献事業。 

  ②専門の研修を受けた看護師（緩和ケア）による事業団内外の看護師からの相談

や研修、地域住民に対する相談を実施する。 

  ③東京都訪問看護教育ステーション事業所として、看護師の訪問看護体験研修や

医療機関での研修などを実施し、地域の訪問看護師の質の向上に寄与する。 

 

５ 事業所目標   

訪問看護ステーションけやき 〇難病・小児看護の充実と強化 

事例検討や勉強会で小児や難病利用者の理解を深め、ニー

ズに沿った質の高い看護を提供する。 

〇丁寧な看護とチーム力向上を目指す。 

訪問看護ステーションさぎそう 

（けやき分室） 

〇終末期看護の充実と強化 

終末期の利用者の状況報告と事例検討、終了後の評価考察

を行い、終末期看護の充実と質の向上を目指す。 

〇看護技術のスキルアップと安全なケアの提供を目指す。 

訪問看護ステーション北沢 老年期看護の充実と強化 

老年期看護についての勉強会を継続し、老年期の身体的、

精神的特徴について理解を深め、日々の看護に生かす。 

〇利用者のニーズに添った質の高い看護の提供を目指す。 

訪問看護ステーション芦花 

 

〇精神科看護の充実と強化  

最新治療の情報共有やケース検討などを行い、精神科看護

の充実を図る。 

〇地域連携を強化し、地域に根差したステーションを目指

す。 

訪問看護ステーション三軒茶屋  〇認知症看護の充実と強化 

勉強会、事例検討を充実させ、認知症ケアの質を高める。 

一人ひとりの希望や尊厳が尊重されるケアを継続する。 

〇多職種連携を強化し、選ばれるステーションを目指す。 
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６ 数値目標 

（１）利用者数、訪問回数       （単位 実利用者数＝人 延べ訪問回数＝回） 

 実利用者数 延べ訪問回数 

訪問看護ステーションけやき 240  14,982 

訪問看護ステーションさぎそう（けやき分室） 150  8,700 

訪問看護ステーション北沢 230  13,340 

訪問看護ステーション芦花 300  15,020 

訪問看護ステーション三軒茶屋 270  12,988 

 

（２）実習生等受け入れ人数  （上段：実人数 単位＝人、下段：延べ日数 単位=日） 

実習生種別 けやき さぎそう 北沢 芦花 三軒茶屋 

看護学生など 
14 12 14 12 12 

38 36 41 33 29 

東京都訪問看護教育ステ

ーション事業 

35 

50 
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委託事業部門 

１）地域包括支援センター事業＜あんしんすこやかセンター＞ 
※世田谷区からの受託事業 

 

１ 事業概要 

地域包括支援センター事業は、誰もが住み慣れた地域で、その人が望む生活を続ける

ために、「身近な福祉の相談窓口」として、高齢者をはじめ、障害者、子育て家庭、生き

づらさを抱えた若者、生活困窮者など、様々な区民の「総合相談・支援」、「介護予防ケ

アマネジメント」、「もの忘れ相談」、「包括的・継続的ケアマネジメント支援」、「権利擁

護」などの事業を実施する。 

 

２ 運営方針 

誰もが住み慣れた地域で安心して暮らし続けることができるよう、世田谷区や関係機

関などと連携し、これまでの「医療、福祉サービス、住まい、予防・健康づくり、生活

支援」に加え「就労、教育、社会参加、防犯・防災」が生活の場で一体的に提供される

地域包括ケアシステムの一翼を担う。 

地域包括ケアシステムの深化・推進に向け、総合相談をはじめ、各種事業を通して地

域課題を把握し、様々な団体や関係機関とのネットワークを活用した地域づくりに取り

組む。 

 

３ 重点取り組み 

（１）ネットワークを活用した地域包括ケアシステムの推進 

（２）自立支援・重度化防止に向けたケアマネジメントの実施 

（３）福祉の総合相談窓口として多様な相談に対応できる人材の育成 

（４）ＩＣＴ機器等を活用した業務改善 

（５）感染症や災害時への適切な対応 

 

４ 実施計画 

（１）ネットワークを活用した地域包括ケアシステムの推進 

  ①区民の様々な相談に対し、まちづくりセンターや社会福祉協議会、児童館との四

者連携を基本に、地域障害者相談支援センターなど各種事業の関係各所とのネッ

トワークの強化・拡大を進め、円滑な事業運営を目指す。 

②認知症ケアを推進するため、世田谷区認知症在宅生活サポートセンターなどと連

携し、もの忘れチェック相談会や認知症初期集中支援チーム事業を活用し、認知

症状の早期対応・早期支援に取り組む。また「世田谷区認知症とともに生きる希

望条例」に基づき、アクション講座（世田谷版認知症サポーター養成講座）によ

る新たな認知症観への転換をすすめるとともに、ネットワークを広げる。 

③ひとり暮らしや高齢者のみ世帯で孤立しがちな区民などに対して、必要な支援が

遅れないよう、事業所独自の対象者も含め、生活状況の実態を把握するとともに、
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委託事業部門 

１）地域包括支援センター事業＜あんしんすこやかセンター＞ 
※世田谷区からの受託事業 

 

１ 事業概要 
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アマネジメント」、「もの忘れ相談」、「包括的・継続的ケアマネジメント支援」、「権利擁

護」などの事業を実施する。 

 

２ 運営方針 

誰もが住み慣れた地域で安心して暮らし続けることができるよう、世田谷区や関係機

関などと連携し、これまでの「医療、福祉サービス、住まい、予防・健康づくり、生活

支援」に加え「就労、教育、社会参加、防犯・防災」が生活の場で一体的に提供される

地域包括ケアシステムの一翼を担う。 

地域包括ケアシステムの深化・推進に向け、総合相談をはじめ、各種事業を通して地

域課題を把握し、様々な団体や関係機関とのネットワークを活用した地域づくりに取り

組む。 

 

３ 重点取り組み 

（１）ネットワークを活用した地域包括ケアシステムの推進 

（２）自立支援・重度化防止に向けたケアマネジメントの実施 

（３）福祉の総合相談窓口として多様な相談に対応できる人材の育成 

（４）ＩＣＴ機器等を活用した業務改善 

（５）感染症や災害時への適切な対応 

 

４ 実施計画 

（１）ネットワークを活用した地域包括ケアシステムの推進 

  ①区民の様々な相談に対し、まちづくりセンターや社会福祉協議会、児童館との四

者連携を基本に、地域障害者相談支援センターなど各種事業の関係各所とのネッ

トワークの強化・拡大を進め、円滑な事業運営を目指す。 

②認知症ケアを推進するため、世田谷区認知症在宅生活サポートセンターなどと連

携し、もの忘れチェック相談会や認知症初期集中支援チーム事業を活用し、認知

症状の早期対応・早期支援に取り組む。また「世田谷区認知症とともに生きる希

望条例」に基づき、アクション講座（世田谷版認知症サポーター養成講座）によ

る新たな認知症観への転換をすすめるとともに、ネットワークを広げる。 

③ひとり暮らしや高齢者のみ世帯で孤立しがちな区民などに対して、必要な支援が

遅れないよう、事業所独自の対象者も含め、生活状況の実態を把握するとともに、
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見守りや相談が必要な方には適切な支援を行う。 

④高齢者虐待や消費者被害の防止、成年後見制度を普及啓発し、早期発見・早期対

応ができるよう関係機関と密に連携し、高齢者の権利擁護のための支援を行う。 

⑤地域の医療機関と連携しながら、区民からの在宅療養の相談支援に取り組む。ま

た、地区連携医事業などにより医療と介護の連携をより一層推進する。 

⑥地域ケア会議を開催し、個別事例や地区・地域の課題の解決に取り組む。 

⑦健康寿命の延伸にむけ、フレイル予防や健康への関心を高め、区民自身が生活の

質の向上にむけ、スマホ講座の開催など、主体的に活動ができるよう支援する。 

（２）自立支援・重度化防止に向けたケアマネジメントの実施 

①自立支援・重度化防止につながるケアマネジメントを、介護予防ケアマネジメン

トの質の向上を図りながら実施する。また、適正なケアマネジメントにむけ、各

事業所の業務確認や業務進行管理など自己点検を毎月実施する。 

②地域の主任ケアマネジャーと連携し、居宅介護支援事業所のネットワーク化を図

り、社会資源などの最新情報の提供や研修の実施、支援困難へのサポートなどに

よりケアマネジャー支援を行う。 

（３）総合相談窓口として多様な相談に対応できる人材の育成 

   ケアマネジメント技術のより一層の向上や様々な相談支援を適切に行うため、内

外の研修に出席するとともに、事例検討などにより実践力を高める。 

（４）ＩＣＴ機器等を活用した業務改善 

   生産性の向上等を通じた働きやすい職場環境づくりを進めるため、ＩＣＴ委員会

を立ち上げ、業務の問題点を洗い出し、業務負担軽減に向け、ＩＣＴ機器等の導

入やソフトウェアの活用を検討する。 

（５）感染症や災害時への適切な対応 

ＢＣＰ（事業継続計画）をもとに、新型コロナウイルスをはじめとする感染症ま

ん延や自然災害発生時に適切な対応ができるよう、研修・訓練を実施する。 

 

５ 事業所目標 

太子堂 

あんしんすこやかセンター 

 

「住み続けたいまち 太子堂・三軒茶屋」の実現に向

け、地区で働き、学び、暮らす「人」と共に地域づく

りや課題の解決に四者連携で取り組む。福祉の相談窓

口として、医療と介護、福祉の連携、社会資源の把握

に努め、その人らしい暮らしをサポートする。 

上 町 

あんしんすこやかセンター 

住み慣れた地域でいつまでも楽しく暮らし続けられ

るよう、参加と交流の場づくりに取り組む。四者連携

でアクションチーム活動を推進するとともに、ネット

ワークを活用して地区課題に迅速に対応する。 

北 沢 

あんしんすこやかセンター 

四者連携で作るアクションチームで認知症カフェと

絡めた居場所づくりや多世代交流、地域のネットワー

クづくりの強化などを行う。医療と介護の連携を深

め、誰もが望む場所で住み続けられる地域づくりに取

り組む。 
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上北沢 

あんしんすこやかセンター 

「住み慣れた地域で支え合い、自分らしく安心して暮

らし続けられる地域社会の実現」を目指し、地区課題

に迅速に対応する。また、四者連携「アクションチー

ム」等、認知症になっても希望を持って暮らし続けら

れるまちづくりを推進する。 

上祖師谷 

あんしんすこやかセンター 

 

町会・民生委員・各事業所などと連携強化を深めなが

ら、後期高齢者に比べ、２号被保険者や若年認知症の

方が利用したい場所が少ないといった、現状のままで

は手当てが難しい課題について共同で考え、取り組み

を探っていく。 

松 原 

あんしんすこやかセンター 

四者連携を中心とした地域づくりや、広報誌を介した

見守りネットワークの構築、また、町会・自治会のイ

ベントへの参加などを通して世代、分野の枠を超えて

「そうだ、あんすこに聞いてみよう！」と住民の身近

な存在になることを目指す。 

 

６ 数値目標 

 太子堂 上町 北沢 上北沢 上祖師谷 松原 

延べ相談件数  

 （単位＝件） 
6,000 10,000 5,500 6,500 7,000 8,000 

アクション講座（世田谷版認

知症サポーター養成講座） 

（単位＝回） 

3 3 3 3 3 3 

プラン作成件数※1 

（単位＝件） 
1,908 4,512 1,440 2,640 3,132 2,424 

地域ケア会議開催件数 

(単位＝件） 
5 5 5 5 5 5 

実態把握訪問 

(単位＝件） 
550 1,540 550 715 880 715 

在宅療養相談件数 

（単位＝件） 
120 120 120 120 120 120 

地区連携医事業※2 

(単位＝件) 
12 12 12 12 12 12 

実習生等受け入れ人数 (単位＝人） 

 看護学生 実人数 4 4 4 4 4 4 

延べ人数 4 4 4 4 4 4 

社会福祉士 実人数 1 1 1 1 1 1 

延べ人数 2 2 2 2 2 2 

※１ 予防給付と介護予防ケアマネジメントの合計(再委託を含む) 

※２ 区民向け講座含む 
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※２ 区民向け講座含む 
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２）世田谷区福祉人材育成・研修センター事業 
※世田谷区からの受託事業 

 

１ 事業概要 

世田谷区福祉人材育成・研修センター（以下「研修センター」という。）事業は、世

田谷区から委託を受け、世田谷区の福祉人材の確保・育成・定着支援を総合的に推進

するため、福祉の理解促進、人材発掘・就労支援、各種研修、事業者支援、調査・研

究を実施する。 

 

２ 運営方針 

深刻化する福祉人材不足の解消を目指し、福祉の理解促進を図り、福祉の仕事の魅

力発信に努める。世田谷区の保健・医療・福祉の連携を推進するため、「世田谷区基

本構想・基本計画」「世田谷区地域保健医療福祉総合計画」をはじめ、高齢・障害・

子ども・健康など各分野別計画を踏まえ、「区民へ発信」「事業者へ貢献」「行政へ提

言」の 3本の柱で、福祉人材の確保、福祉サービスの質の向上、定着支援に取り組み

誰もが安心して暮らし働き続けられる地域を構築する。 

 

３ 重点取り組み 

（１）福祉の理解促進 

（２）福祉サービスの担い手の発掘・就労支援 

（３）専門性向上、サービスの質の向上を目指した福祉人材育成 

（４）福祉人材の定着支援・活動支援 

（５）福祉向上の先駆的な取り組みなどの調査・研究 

 

４ 実施計画 

（１）福祉の理解促進 

①新たな人材発掘の取り組み 

子どものころからの福祉理解のきっかけとして、小・中・高校生を対象に「夏

休み福祉体験」や「福祉の出前入門講座」を実施する。また、写真展などのイベ

ントを通し、福祉の理解の促進を図る。さらに、社会参加や地域貢献、介護予防

などを目的とした「せたがやシニアボランティア研修」、介護に関する基本的な

知識や介護技術を学ぶ「介護に関する入門的研修」を実施し、若者から高齢者ま

で幅広い人材の発掘を通した、すそ野の拡大に取り組む。 

  ②広報活動 

事業を広く周知するためホームページの充実を図るとともに、ＳＮＳを活用す

る。また、「じんざいくん便り」を隔月で発行しホームページに掲載するととも

に、世田谷区役所、区立図書館、あんしんすこやかセンター、世田谷区産業振興

公社、東京都福祉人材センターなどに配布する。さらに、年１回発行の広報誌「福

祉のしごと ふくしごと」を通し、働く方々の仕事のやりがいなどを発信する。 

（２）福祉サービスの担い手の発掘・就労支援 

①福祉のしごと入門講座、相談・面接会や福祉事業所紹介などの実施 

－ 25 －

36



- 26 - 
 

ハローワーク、福祉事業所などと連携し、福祉の仕事の紹介、求人情報の提供、

しごとの相談・面接会を実施し区内福祉事業所への就労を働きかける。 

②介護職員初任者研修・同行援護従業者養成研修（応用課程）の実施（自主事業） 

資格取得研修を実施し、質の高い人材を養成して、福祉の仕事やキャリアアッ

プの仕組みなどの情報提供を行い、区内福祉事業所への就労へつなぐ。 

③福祉のしごとはじめて相談及び介護の基礎研修の実施 

  研修センター職員が福祉のしごとに関心がある方や就職を考えている方に、福

祉のしごとや働き方・資格などの情報提供や相談を受け、区内福祉事業所への就

労へつなぐ。また、新たに福祉事業所で働く方、潜在介護福祉士などに向け、介

護の基礎研修などを実施し、安心して就職・復職ができるように支援する。 

④外国人職員交流会の実施 

外国人職員が働きやすい職場環境に向け、外国人職員交流会を継続して実施す

るとともに、外国人職員の参入促進に向け、受け入れ支援機関等との情報共有に

努め、区内事業者に発信する。 

（３）専門性向上、サービスの質の向上を目指した福祉人材育成 

①キャリアアップ講座による定着支援 

新たな体系による職層別研修（新任・中堅・リーダー層）により、「仕事の達成

感」「能力向上や自己成長」「より良いケアにより利用者の状態の改善」「キャリア

アップやできなかったことができるようになる」等モチベーションアップにつな

がるよう、効果的な研修を実施する。 

②専門性向上研修の充実 

    研修受講者の声を踏まえ研修内容を評価・分析し、集合研修やＷＥＢ研修、集

合とＷＥＢを併用した研修など、受講しやすく効果的な研修体制を整え専門性向

上を図る。 

専門職としての知識と技術をレベルアップできるよう、受講者アンケート等に

より受講者の声を受け止め、研修内容・プログラムの改善を図る。 

③研修受講事業所公表制度 

福祉職員としてのキャリアアップや知識・技術などの専門性向上に資する区の

認証研修を受講した事業所名と受講人数をホームページで公表することで、受講

者のモチベーションのアップを図る。 

④研修受講者の人材活用 

研修受講者が研修センターで実施する研修の講師や研修助手、職場や地域で研

修の成果が活用できる仕組みを充実させる。 

（４）福祉人材の定着支援・活動支援 

①福祉のしごと相談による定着支援 

福祉の仕事上の悩みやキャリアアップ、職場環境や労務管理などの悩みに臨床

心理士などの専門職による相談により、安心して働き続けられるよう支援する。

また、身近な場で相談できる場の整備について検討を進める。 

②福祉事業所や団体などの活動支援 

研修室の貸し出しや福祉の最新情報の提供などにより、事業所などの活動を支

援する。 
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ハローワーク、福祉事業所などと連携し、福祉の仕事の紹介、求人情報の提供、

しごとの相談・面接会を実施し区内福祉事業所への就労を働きかける。 

②介護職員初任者研修・同行援護従業者養成研修（応用課程）の実施（自主事業） 
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祉のしごとや働き方・資格などの情報提供や相談を受け、区内福祉事業所への就

労へつなぐ。また、新たに福祉事業所で働く方、潜在介護福祉士などに向け、介

護の基礎研修などを実施し、安心して就職・復職ができるように支援する。 

④外国人職員交流会の実施 

外国人職員が働きやすい職場環境に向け、外国人職員交流会を継続して実施す

るとともに、外国人職員の参入促進に向け、受け入れ支援機関等との情報共有に
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（３）専門性向上、サービスの質の向上を目指した福祉人材育成 

①キャリアアップ講座による定着支援 

新たな体系による職層別研修（新任・中堅・リーダー層）により、「仕事の達成

感」「能力向上や自己成長」「より良いケアにより利用者の状態の改善」「キャリア

アップやできなかったことができるようになる」等モチベーションアップにつな

がるよう、効果的な研修を実施する。 

②専門性向上研修の充実 

    研修受講者の声を踏まえ研修内容を評価・分析し、集合研修やＷＥＢ研修、集

合とＷＥＢを併用した研修など、受講しやすく効果的な研修体制を整え専門性向

上を図る。 

専門職としての知識と技術をレベルアップできるよう、受講者アンケート等に

より受講者の声を受け止め、研修内容・プログラムの改善を図る。 

③研修受講事業所公表制度 

福祉職員としてのキャリアアップや知識・技術などの専門性向上に資する区の

認証研修を受講した事業所名と受講人数をホームページで公表することで、受講

者のモチベーションのアップを図る。 

④研修受講者の人材活用 

研修受講者が研修センターで実施する研修の講師や研修助手、職場や地域で研

修の成果が活用できる仕組みを充実させる。 

（４）福祉人材の定着支援・活動支援 

①福祉のしごと相談による定着支援 

福祉の仕事上の悩みやキャリアアップ、職場環境や労務管理などの悩みに臨床

心理士などの専門職による相談により、安心して働き続けられるよう支援する。

また、身近な場で相談できる場の整備について検討を進める。 

②福祉事業所や団体などの活動支援 

研修室の貸し出しや福祉の最新情報の提供などにより、事業所などの活動を支

援する。 
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③世田谷区介護サービスネットワーク 

活動の周知や会員管理など、自主的な活動が円滑に行えるよう支援し、介護事

業所のサービスの質の向上を目指す。 

④せたがや福祉区民学会 

事業者、大学、区民、行政が一体となり、実践活動や研究成果などの発表を通

し、ともに学びあい、情報交換などを行う活動を支援し、世田谷区の福祉の向上

を目指す。 

（５）福祉向上の先駆的な取り組みなどの調査・研究 

研修センター機能の充実を図るため、運営委員会の意見を踏まえ、福祉従事者

が誇りや意欲を持って働き続けられるよう、広く先駆的な取り組みなどの情報収

集・分析・発信し、世田谷区の福祉の向上に取り組む。 

     

５ 研修等計画数 

（１）福祉の理解促進                       （単位＝回） 

事業名           （ ）実施回数 実施回数 

在宅療養講演会・シンポジウム 1 

小・中・高校生向け夏休み福祉体験 14 

せたがやシニアボランティア 7 

福祉の出前入門講座 随時 

手話カフェ（12）・福祉写真展等(2) 14 

広報紙「じんざいくん便り」発行 6 

広報誌「福祉のしごと ふくしごと」発行 1 

 

（２）福祉サービスの担い手の発掘・就労支援             （単位＝回）  
      事業名        （ ）実施回数 実施回数 

発
掘
・
就
労
支
援 

せたがや福祉のしごと入門講座 4 

せたがや福祉のしごと相談・面接会／イベント  5 

せたがや福祉のしごと区内介護施設等見学会 5 

訪問看護の就労支援講座 3 

訪問看護の職場体験 随時 

福祉のしごとはじめて相談 随時 

支
援 

資
格
取
得 

入門的研修（1）、介護職員初任者研修（2）、同行援護従業者養成

研修(一般課程）（1）、同行援護従業者養成研修（応用課程）（1） 
5 
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（３）専門性向上、サービスの質の向上を目指した福祉人材育成     （単位＝回）  

            事業名       （ ）実施回数 実施回数 

(

専
門
知
識)

 

専
門
性
向
上 

世田谷区の目指す福祉講座（1）、感染症対策（1）、福祉職のキャ

リアアップ講座（共通・初任者・中堅・リーダー）（12）、福祉職

が学ぶリーダーシップ（3）、医療・福祉連携（4）こころとから

だの理解（3）、接遇・マナー向上（2）、対人援助技術（3）、人権

の理解促進・セクシャルマイノリティ（2）、クレーム対応（1）、

メンタルヘルス（2）、ヤングケアラー支援（1）、ひきこもりの理

解・支援力向上（1）、災害対策（1） 

37 

専
門
性
向
上(

分
野
別)

 

高齢：介護の基礎（11）、地域包括支援センター職員（4）、介護

予防ケアマネジメント（2）、ケアマネジャー（15）、サービス提

供責任者（3）、介護技術（4）、食支援（6）、認知症ケア（10）、認

知症の緩和ケア（2）、高齢者虐待対応（3）、事例 MANGAで学ぶよ

りよいケアの実現（1） 

61 

 

高齢・障害共通：高齢・障害支援力向上（6）、障害福祉の理解（4）、

高次脳機能障害支援力向上（2） 
12 

障害：障害者施設職員支援力向上（2）、障害児・者施設職員職層

（4）、障害児・者施設職員（テーマ別）（2）、障害児施設職員（5） 
13 

子ども：ひととき保育者バンク登録者（2）、産前・産後訪問支援

事業委託事業者ヘルパー（1）、医療的ケア児への在宅医療を支え

る訪問看護（1）おでかけひろば（テーマ別）（2） 

6 

 

（４）福祉人材の定着支援・活動支援                （単位＝回）  
事業名 実施回数 

支
援 

定
着 

福祉のしごと悩み相談 

面接相談 （仕事上の悩みに臨床心理士が対応） 
週 1 

メール相談（介護技術などに介護福祉士などが対応） 随時 

支
援 

活
動 

経営力向上セミナー 1 

人材確保・人事管理セミナー 2 

研修室貸し出しや情報提供 随時 

世田谷区介護サービスネットワーク 13 

せたがや福祉区民学会 大会 1 

 

（５）福祉向上の先駆的な取り組みなどの調査・研究         （単位＝回） 

事業名 実施回数 

調査・研究 通年 

福祉の魅力発信シンポジウム 1 
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（３）専門性向上、サービスの質の向上を目指した福祉人材育成     （単位＝回）  

            事業名       （ ）実施回数 実施回数 

(

専
門
知
識)

 

専
門
性
向
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世田谷区の目指す福祉講座（1）、感染症対策（1）、福祉職のキャ

リアアップ講座（共通・初任者・中堅・リーダー）（12）、福祉職

が学ぶリーダーシップ（3）、医療・福祉連携（4）こころとから

だの理解（3）、接遇・マナー向上（2）、対人援助技術（3）、人権

の理解促進・セクシャルマイノリティ（2）、クレーム対応（1）、

メンタルヘルス（2）、ヤングケアラー支援（1）、ひきこもりの理

解・支援力向上（1）、災害対策（1） 

37 

専
門
性
向
上(

分
野
別)

 

高齢：介護の基礎（11）、地域包括支援センター職員（4）、介護

予防ケアマネジメント（2）、ケアマネジャー（15）、サービス提

供責任者（3）、介護技術（4）、食支援（6）、認知症ケア（10）、認

知症の緩和ケア（2）、高齢者虐待対応（3）、事例 MANGAで学ぶよ

りよいケアの実現（1） 

61 

 

高齢・障害共通：高齢・障害支援力向上（6）、障害福祉の理解（4）、

高次脳機能障害支援力向上（2） 
12 

障害：障害者施設職員支援力向上（2）、障害児・者施設職員職層

（4）、障害児・者施設職員（テーマ別）（2）、障害児施設職員（5） 
13 

子ども：ひととき保育者バンク登録者（2）、産前・産後訪問支援

事業委託事業者ヘルパー（1）、医療的ケア児への在宅医療を支え

る訪問看護（1）おでかけひろば（テーマ別）（2） 

6 

 

（４）福祉人材の定着支援・活動支援                （単位＝回）  

事業名 実施回数 

支
援 

定
着 

福祉のしごと悩み相談 

面接相談 （仕事上の悩みに臨床心理士が対応） 
週 1 

メール相談（介護技術などに介護福祉士などが対応） 随時 

支
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活
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経営力向上セミナー 1 

人材確保・人事管理セミナー 2 

研修室貸し出しや情報提供 随時 

世田谷区介護サービスネットワーク 13 

せたがや福祉区民学会 大会 1 

 

（５）福祉向上の先駆的な取り組みなどの調査・研究         （単位＝回） 

事業名 実施回数 

調査・研究 通年 

福祉の魅力発信シンポジウム 1 
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（６）各種委員会など                         （単位＝回） 

事業名 実施回数 

福祉人材育成・研修センター運営委員会 2 

福祉人材育成・研修センター検討会 2 

世田谷区介護人材対策推進協議会 6 

専門員会 6 

梅ヶ丘拠点運営協議会 随時 

保健医療福祉総合プラザ連携事業（手話カフェ等 再掲） 12 

研修センターウェブサイト運営 通年 
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Ⅳ 事業所一覧及び事業内容等 

令和６年４月１日現在の事業所及び事業内容等は、次のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

区分 事業所名 主な事業内容 
事業の開始 受託等の 

開始 
所在地 

訪問介護 世田谷 

ホームヘルプサービス 

①介護保険対象者 

・介護支援専門員が作成する

ケアプランに基づき身体

介護・生活援助の区分でサ

ービスを提供。 

②障害者総合支援対象者 

・障害者総合支援制度に基づ

きサービスを提供。 

平成 8年 

4月 1日 

平成 11年 

4月 1日 

世田谷ふれ

あい公社よ

り移管 

世田谷 

1-23-2 

 烏 山 

ホームヘルプサービス 

平成 15年 

4月 1日 

粕谷 

2-23-1 

 

訪問看護 訪問看護ステーション 

け や き 

①介護保険対象者 

・介護支援専門員が作成する

ケアプランに基づきサービ

スを提供。 

②医療保険対象者 

・利用者のニーズに応じサー

ビスを提供。 

平成 7年 

4月 1日 

（平成 29 年 2

月 1日分室化） 

 世田谷 

1-23-2 

 （分室さぎそう） 中町 

2-25-17 

 訪問看護ステーション 

北 沢 

平成 9年 

10月 1日 

羽根木 

1-31-21 

訪問看護ステーション 

芦 花 

平成 7年 

4月 1日 

粕谷 

2-23-1 

（分室上北沢） 平成 30年 

3月 1日 

上北沢 

1-32-11 

訪問看護ステーション三

軒茶屋 

平成 25年 

2月 1日 

太子堂 

2-4-16 

高齢者在宅

サービス

センター 

デイ・ホーム 

太子堂 

一般型通所介護 

1日 20人 

平成 3年 

6月 1日 

平成 11年 

4月 1日 

世田谷区社

会福祉協議

会より移管 

太子堂 

5-24-20 

デイ・ホーム 

世田谷 

一般型通所介護 

1日 20人 

失語症コース 

令和 6年 

4月 1日 

世田谷 

4-15-3 

 デイ・ホーム 

弦 巻 

一般型通所介護 

1日 30人 

平成 7年 

9月 1日 

弦巻 

5-13-19 

 デイ・ホーム 

松 原 

一般型通所介護 

1日 20人 

平成 9年 

5月 19日 

松原 

5-17-6 

 デイ・ホーム 

芦 花 

一般型通所介護 

1日 35人 

平成 7年 

7月 1日 

平成 12年 

4月 1日 

自主運営化 

粕谷 

2-23-1 

 

 デイ・ホーム 

上北沢 

一般型通所介護 

1日 30人 

平成 11年 

6月 1日 

 上北沢 

1-28-17 
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※１ 令和２年２月１日から一時休止 

 

区分 事業所名 主な事業内容 
事業の開始 受託等の開

始 
所在地 

地域包括

支援センター 

太子堂 

あんしんすこやかセンター 

高齢者等が、住み慣れた地域

で尊厳のあるその人らしい

生活を継続することができ

るようにするため、地域の高

齢者の心身の健康の維持、保

健・福祉・医療の向上、生活

の安定のために必要な援助、

支援を包括的に実施する。 

平成 18年 

4月 1日 

平成 18年 

4月 1日 

太子堂 

2-17-1 

上町 

あんしんすこやかセンター 
世田谷 

1-23-5 

北沢 

あんしんすこやかセンター 
北沢 

2-8-18 

上北沢 

あんしんすこやかセンター 
上北沢 

4-32-9 

上祖師谷 

あんしんすこやかセンター 
上祖師谷 

2-7-6 

松原 

あんしんすこやかセンター 

平成 31年 

4月 1日 

平成 31年 

4月 1日 

松原 

5-43-28 

居宅介護

支援 

世田谷一丁目 

介護保険サービス 

介護保険制度で要介護と認

定された利用者からの依頼

に基づき、居宅サービス計画

を作成し、計画の実現のため

に必要な支援を行う。また、

区からの依頼により要支援・

要介護認定調査を実施する。 

平成 11年 

10月 1日 

 

 

 世田谷 

1-23-2 

 北沢 

介護保険サービス 

羽根木 

1-31-21 

 芦花 

介護保険サービス 

粕谷 

2-23-1 

上北沢 

介護保険サービス※１ 

平成 30年 

3月 1日 

上北沢 

1-32-11 

太子堂 

介護保険サービス 
平成 26年 

4月 1日 

太子堂 

5-24-20 

特別養護 

老人ホーム 

特別養護老人ホーム 

芦花ホーム 

介護老人福祉施設：107人 

短期入所生活介護：1日 17人 

平成 7年 

7月 1日 

令和 3年 

4月 1日 

自主運営化 

粕谷 

2-23-1 

特別養護老人ホーム 

上北沢ホーム 

介護老人福祉施設：104人 

短期入所生活介護：1日 16人 

平成 11年 

5月 1日 

上北沢 

1-28-17 

地域密着型特別養護

老人ホーム寿満ホー

ムかみきたざわ 

地域密着型介護老人福祉施設 

入所者生活介護：29人（全室個

室ユニット型・3ユニット） 

平成 30年 

3月 1日 

 上北沢 

1-32-11 

人材育成 世田谷区福祉人材育

成・研修センター 

介護サービスの担い手の確

保を図り、地域社会が求める

福祉人材の育成を総合的に

推進する。（主に世田谷区か

らの受託） 

平成 19年 

4月 1日 

平成 19年 

4月 1日 

松原 

6-37-10 

－ 30 －
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高齢者等が、住み慣れた地域

で尊厳のあるその人らしい

生活を継続することができ

るようにするため、地域の高

齢者の心身の健康の維持、保
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を作成し、計画の実現のため

に必要な支援を行う。また、

区からの依頼により要支援・

要介護認定調査を実施する。 

平成 11年 

10月 1日 

 

 

 世田谷 

1-23-2 

 北沢 

介護保険サービス 

羽根木 

1-31-21 

 芦花 

介護保険サービス 

粕谷 

2-23-1 

上北沢 

介護保険サービス※１ 

平成 30年 

3月 1日 

上北沢 

1-32-11 

太子堂 

介護保険サービス 
平成 26年 

4月 1日 

太子堂 

5-24-20 

特別養護 

老人ホーム 

特別養護老人ホーム 

芦花ホーム 

介護老人福祉施設：107人 

短期入所生活介護：1日 17人 

平成 7年 

7月 1日 

令和 3年 

4月 1日 

自主運営化 

粕谷 

2-23-1 

特別養護老人ホーム 

上北沢ホーム 

介護老人福祉施設：104人 

短期入所生活介護：1日 16人 

平成 11年 

5月 1日 

上北沢 

1-28-17 

地域密着型特別養護

老人ホーム寿満ホー

ムかみきたざわ 

地域密着型介護老人福祉施設 

入所者生活介護：29人（全室個

室ユニット型・3ユニット） 

平成 30年 

3月 1日 

 上北沢 

1-32-11 

人材育成 世田谷区福祉人材育

成・研修センター 

介護サービスの担い手の確

保を図り、地域社会が求める

福祉人材の育成を総合的に

推進する。（主に世田谷区か

らの受託） 

平成 19年 

4月 1日 

平成 19年 

4月 1日 

松原 

6-37-10 

－ 31 －
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監事

Ⅴ　令和６年度組織図【案】

調整役評議員会

理事会

在宅介護事業部門

理事長

施設介護事業部門 芦花ホーム

上北沢ホーム

事務局長

北沢介護保険サービス

芦花介護保険サービス

居宅介護支援課

デイ・ホーム上北沢

統括管理係

デイ・ホーム太子堂

デイ・ホーム世田谷

デイ・ホーム弦巻

デイ・ホーム松原

デイ・ホーム芦花

寿満ホームかみきたざわ

上北沢介護保険サービス

看護統括係長

世田谷ホームヘルプサービス

烏山ホームヘルプサービス

統括管理本部

訪問看護事業部門 訪問看護課

在宅介護課

委託事業部門 地域包括支援課

法人統括管理室

統括管理係

介護サービス係

統括管理係

介護サービス係

人材育成係

統括管理係

太子堂地域包括支援センター

上町地域包括支援センター

北沢地域包括支援センター

上北沢地域包括支援センター

経営計画担当特別参与

法人生産性本部

上祖師谷地域包括支援センター

松原地域包括支援センター

人材開発係福祉人材育成・研修センター

太子堂介護保険サービス

統括管理係

訪問看護ステーションけやき

分室訪問看護ステーション上北沢

訪問看護ステーション三軒茶屋

世田谷一丁目介護保険サービス

訪問看護ステーション北沢

訪問看護ステーション芦花

分室訪問看護ステーションさぎそう

-32 -
－ 32 －
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正規・
再雇用

契約 非常勤 パート・登
録・歩合等

2
2
1

法人統括管理室 6 2
1

施設長 1
統括管理係 5 2 13 3
介護サービス係 64 2 12 4
施設長 1
統括管理係 6 1 12 4
介護サービス係 49 17 2 15
寿満ホームかみきたざわ 13 11 4
上北沢介護保険サービス ※

1
課長 1
世田谷ホームヘルプサービス 10 3 7 92
烏山ホームヘルプサービス 5 4 3 33
デイ・ホーム太子堂 2 1 6 2
デイ・ホーム世田谷 2 1 5 8
デイ・ホーム弦巻 3 1 5 8
デイ・ホーム松原 2 2 7 2
デイ・ホーム芦花 4 2 8
デイ・ホーム上北沢 4 10 1
課長 1
統括管理係 3 1 1
世田谷一丁目介護保険サービス 5 2
北沢介護保険サービス 7 1
芦花介護保険サービス 6 1
太子堂介護保険サービス 5

1
課長 1
統括管理係 4 1 1
訪問看護ステーションけやき 6 1 4 17
分室訪問看護ステーションさぎそう 4 1 10
訪問看護ステーション北沢 5 1 2 15
訪問看護ステーション芦花
分室訪問看護ステーション上北沢
訪問看護ステーション三軒茶屋 4 1 4 12

1
課長 1
統括管理係 2
太子堂地域包括支援センター 5 2
上町地域包括支援センター 7 4
北沢地域包括支援センター 5 2
上北沢地域包括支援センター 6 1
上祖師谷地域包括支援センター 6 2
松原地域包括支援センター 6 1
センター長 1
人材開発係 3 1
人材育成係 5

小      計 290 41 133 253
合      計
総　　　計

※　令和２年２月１日から休止

（単位＝人）

課 係・事業所
常勤職員数 非常勤職員数

Ⅵ　令和６年度配置予定職員数

事業部門
等

5 1 1

施設介護
事業部門

居宅介護支援課

在宅介護
事業部門

717

地域包括支援課
委託

事業部門

福祉人材育成・
研修センター

21

事業部門長

訪問看護課

331 386

訪問看護
事業部門

事業部門長

　事務局長・経営計画担当特別参与

上北沢ホーム

芦花ホーム

在宅介護課

事業部門長

事業部門長

法人生産性本部
統括管理

本部
統括管理本部長

-33 -－ 33 －
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Ⅶ 地域貢献事業一覧 

 

 

 事業名 内容等 

１ 
地域交流促進のための場の提供や地

域住民との協働 

・ミニデイ、地元企業の社員研修（ＣＳＲ）

の受け入れ 

・小・中学校、保育園等との交流 

・特養での認知症カフェの定期開催 

２ 社会福祉法人が行う利用者負担軽減 
生計困難者等に対する利用料軽減措置の

実施 

３ 

特養施設における在宅の中重度要介

護高齢者等への生活支援 

（かみきた介護サポート事業） 

特養の専門職による相談・アドバイス等の

実施 

４ 地域の福祉人材育成 

・「かみきた介護技術講座」として区内事

業者職員向けの介護技術研修の実施 

・専門職実習生の受け入れ 

・小・中学校、高等学校等での出張介護教

室 

・区立中学校「職場体験授業」での介護等

現場体験の受け入れ 

・区内小学生親子の「夏休み親子介護施設

体験」の受け入れ 

５ 施設の緊急利用への対応 虐待ケース等の緊急ショートステイ 

６ 在宅療養児の家族交流会の運営支援 
地域の重症心身障害児（者）と家族の交流

や楽しみの場の支援（訪問看護） 

７ 
コミュニティがんサロン 

「ピアサポートステーションＪ・Ｊ」 

相談及び患者同士の交流会や語り合いの

実施 

８ 
区内の職能団体等の支援 

（場の無償提供） 

各種連絡会の研修会場、会議室、事務局等

の実績 

９ どこでも保健室 

区民の健康・医療に関わる相談、健康測定、

地域共生社会に向けた意識啓発のための

講座等の実施 

－ 34 －
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Ⅶ 地域貢献事業一覧 

 

 

 事業名 内容等 
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地域交流促進のための場の提供や地

域住民との協働 

・ミニデイ、地元企業の社員研修（ＣＳＲ）

の受け入れ 

・小・中学校、保育園等との交流 

・特養での認知症カフェの定期開催 

２ 社会福祉法人が行う利用者負担軽減 
生計困難者等に対する利用料軽減措置の

実施 

３ 

特養施設における在宅の中重度要介

護高齢者等への生活支援 

（かみきた介護サポート事業） 

特養の専門職による相談・アドバイス等の

実施 

４ 地域の福祉人材育成 

・「かみきた介護技術講座」として区内事

業者職員向けの介護技術研修の実施 

・専門職実習生の受け入れ 

・小・中学校、高等学校等での出張介護教

室 

・区立中学校「職場体験授業」での介護等

現場体験の受け入れ 

・区内小学生親子の「夏休み親子介護施設

体験」の受け入れ 

５ 施設の緊急利用への対応 虐待ケース等の緊急ショートステイ 

６ 在宅療養児の家族交流会の運営支援 
地域の重症心身障害児（者）と家族の交流

や楽しみの場の支援（訪問看護） 

７ 
コミュニティがんサロン 

「ピアサポートステーションＪ・Ｊ」 

相談及び患者同士の交流会や語り合いの

実施 

８ 
区内の職能団体等の支援 

（場の無償提供） 

各種連絡会の研修会場、会議室、事務局等

の実績 

９ どこでも保健室 

区民の健康・医療に関わる相談、健康測定、

地域共生社会に向けた意識啓発のための

講座等の実施 
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